






























・対象児：T市内の幼稚園：　 3 歳児、 4 歳児、 5 歳児
　　　　　　　　　　　　　　＊対象児に対する記録については保護者から同意を得ている。
　　　　　　　　　　　　　　　所属機関から承認済みである。
・観察期間：平成23年 4 月～ 24年 3 月
105





びをする場面を 3 、4 、5 歳児ごとに共通する 4 つのエピソード視点を導き出した。
      すなわち、 4 つのエピソード視点とは、視点 1 、身体機能と物（道具）との関係、視点 2 、





表 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 に示す。
（1）身体機能と物（道具）との関係
表1　エピソード視点1


































































































































 東海学園大学教育研究紀要　第 2巻第 1号
（2）象徴化と役割との関係
＜視点2の考察＞
　視点 2 の「象徴化と役割との関係」では、 3 歳児ではにぎったり、たたいたりして極めて偶然的に変化
表2　エピソード視点2






























































































































































































 東海学園大学教育研究紀要　第 2巻第 1号
＜視点3の考察＞









































































































































































































































 東海学園大学教育研究紀要　第 2巻第 1号

